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Aus dem biochemischen Institut, der Okayama Med. Fakultat 

(Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu).

Uber den Einfluss der Cholsaure und des Adrenalin auf 
den Reststickstoff im Blut des Kaninchens.

Von

Nobuwo Takeuti.

Eingegangen am 12. Oktober 1934.

Verfasser hat den Einfluss der Chol

saure und des Adrenalin auf den 

Reststickstoff des Blutes von Kaninchen 

untersucht und gefunden, dass die 

parenterale sowie perorale Zufuhr der 
Cholsaure den Reststickstoff des Blutes 

vermindert, wahrend die des Adrenalin 

ihn vermehrt. Aus diesem Ergebnis hat

 Verfasser den Schluss gezogen, dass der 

Eiweissstoffwechsel im Kaninchenorga

nismus durch Cholsaure gehemmt, durch 

Adrenalin dagegen gefordert wird, und 

dass diese beiden im Eiweissstoffwechsel 

gegeneinander antagonistisch wirken. 

(Autoreferat.)
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第4章　 總括及ビ考案

第5章　 結 論

主要文獻

第1章　 緒 論

「ヒヨール」酸 ハ「ホル モ ン」作用 ニ ヨリ生體

内含水炭素新陳代謝調節 ニ重要缺 クベカ ラザ

ル コ トハ當教室諸先輩多數 ノ業績 ニ ヨ リ明カ

ニ セラ レタ リ.

例 ヘバ膽汁酸ガ「ア ドレナ リン」ト拮抗的 ニ

作用 シ血 糖 ノ調節及 ビ筋肉 内糖原質生成 ノ調

節 ニ與 カル コ トハ御前慶造1),岡 村 鼎二2),藤

原 寛治3)氏 等 ノ 實驗 ニ ヨリ明 カニセラ レ,尚

ホ最 近藤 原敬三4)氏 ノ研究 ニ依 リ「ヒヨール」

酸 ガ脾臟「ホル モン」ト協同作 用 ヲナ シ,其 ノ

脾臟「ホル モン」ハ又「ア ドレナ リン」ト拮抗作

用 シ,相 共 ニ炭水化物新陳代謝 ニ關與 スル コ

トガ明 カニセラ レタ リ.即 チ 氏 ハ戸川5)氏 ノ

實驗 ヲ追試 シ,(1932)家 兎 ノ脾臟剔出後 ニ約

20日 間永續 セ ル 可成高度 ノ過血糖 ノ起 ルコ

ト,竝 ニ「ヒヨール」酸 ノ血糖降下作 用ハ脾臟

剔出 ニ ヨリテ減弱 セシメ ラルル コ トヲ認 メタ

リ.更 ニ「ヒヨール」酸 ト脾臟越 幾斯 ハ協 同的

ニ血糖 ヲ降下 セシメ得 ルモ血糖 及 ビ糖原質生

成 ニ及 ボス「ヒヨール」酸 ト「ア ドレナ リン」ノ

拮抗作用 ハ脾臟剔出 ニ ヨリ失 ハルル事ヲ認 メ

タ リ.藤 原6)氏 ハ更 ニ家 兎ニ 葡萄糖 ヲ與ヘタ

ル時肝臟糖原 質 ノ生成 ガ脾臟剔出 ニ ヨリ減却

シ,之 ニ非經 口的 ニ「ヒヨール」酸又 ハ家 兎 ノ

脾臟越幾斯 ヲ與 フ レバ再 ビ増加 シ,共 ニ與 フ

ル時 ハ其 ノ糖原質量ハ正常以上 ニ増加 スル コ

トヲ認 メ,家 兎ノ耐糖 力ハ脾臟機能障礙 ニ ヨ

リテ著 シク減却 シ,脾 臟「ホル モン」ハ 「ア ド

レナ リン」ト拮抗 的 ニ「ヒヨール」酸 ト協同的

ニ作用 スル事 ヲ證明 セ リ.

脾 臟 ト蛋 白代 謝 トノ關係 ニ關 シテ ハE.

 Bernet7)氏(1922)ハ 剔 脾家兎 ノ尿中總窒素排

泄 量ハ正常 ノ場合 ニ比 シ著 シク増加 シ,其 ノ

蛋 白代謝亢進 セルニ ヨリ脾臟 ハ蛋 白代謝抑制

作 用ヲ有 ス ト云 ヒ, Ch. Richet8)氏(1912,

 1913)モ 亦 犬ニ於 テ,高 橋9)氏(1924)ハ 鼠 ニ

テ之 ヲ認 メタ リ.

剔 脾 ノ血 中殘餘窒素 ニ及 ボス影響 ニ關 シテ

ハMarino. Z.10)氏(1922)ハ 犬 ニ於 テ血 中殘

餘窒 素及 ビ尿素量 ノ増量 ヲ認 メ,其 ノ増量 ハ

1乃 至2箇 月 ニ シテ 囘復 ス ト云 フ.中 澤盛

興11)氏 ハ最近剔脾 家兎ノ血液,腎 臟,肝 臟 及

ビ筋肉 ノ殘餘窒素 及 ビ尿素窒素量 ヲ檢 シ,術

後第1週 ハ血 中殘 餘窒 素竝 ニ尿素窒素 量ガ増

加 スルモ,第2乃 至第3週 ニ至 リ正常値ニ復

歸 スル ヲ認 メタ リ.

反 之A. Palladin u. L. Palladin12)氏(19

25)ハ 剔 脾家 兎ノ尿中 總窒素量 ノ減少,「 ク レ

アチニ ン」排泄増加 ヲ認 メ,シ カモ カカル變

化 ガ術後少 ク トモ1箇 月半乃至2箇 月後 ニ現

ハル ト云 フ.

要 之 脾 臟 ガ蛋 白 新 陳 代 謝 ヲ抑 制 シ,之 ヲ調

節 ス ル 機 能 ヲ有 ス ル 事 ヲ證 明 ス ル モ ノ ニ シ テ

多 數 學 者 ノ 一 致 ス ル 所 ナ リ.

「ア ド レナ リ ン」 ト蛋 白 代 謝 トノ關 係 ニ 就 テ

F. Blum13)(1902), B. Wolownikt4)(1904)

及 ビF. Kraus u. H. Friedenthal15)(1908)

氏 等 ハ 「ア ド レナ リ ン」 ハ 蛋 白 代 謝 ニ 影 響 ヲ

及 ボ サ ザ ル モ ノ ナ リ ト主 張 セ ル ニ 反 シH.

 Eppinger, W, Falta及 ビC. Rudinger16)

(1908)氏 等 ハ 「ア ド レナ リ ン」ガ 尿 中 總 窒 素 排
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泄 ヲ増加 セシムル ヲ認 メ, W. Falta17)氏(19

14)ハ 犬 ニ於テ尿中 「ア ラン トイ ン」排泄 ノ増

加 ヲ認 メ,辻 寛次18)氏(1915)ハ 犬 ニ於 テ糖尿

ニ「ク レアチ ン」尿 ヲ惑起 セシメ,尿 中總窒素

排 泄量 ノ増加 モ認 メタ リ.更 ニJ. Pohl19)氏

(1917)ハ 犬 ノ尿尿酸 及ビ「アラン トイ ン」ノ排

泄増加 共 ニ總窒素及 ビ尿素窒素量 ノ多 少増

加 セルヲ, E. Strausky20)(1922)ハ 家 兎ノ「ブ

リン」新陳 代謝 ヲ亢進 シ「アラン トイ ン」ノ尿

中排泄増加 ヲ, L. Pincussen u. A. Walter21)

兩氏(1927)ハ 家 兎ニ於 テ尿中尿素排 泄量 ノ著

シク増加 セルヲ,更 ニ 最近桑 原邦 司22)氏(19

30)ハ 家 兎饑餓時 ニ於 テハ 明 カニ 蛋 白新陳代

謝 ヲ亢進 シ,特 ニ尿 中尿酸「ク レアチニ ン」排

泄増加 ヲ促 ス事 ヲ認 メ,一 般 ニ 「ア ドレナ リ

ン」ノ蛋白質新陳代謝 ニ及 ボス 影響 ハ 其 ノ榮

養状態 ニヨリ異 ナ リ,炭 水化物 ニ富 メル食餌

ニテ飼育 セル場合 ハ却 ツテ窒素代謝 ヲ抑制

シ,炭 水化物缺乏食 ニテ飼育 セル時 ハ之 ヲ亢

進 サスモ,尿 酸排 泄 量ハ食物 ノ如何 ニ關 セズ

常ニ著 シク増 加スト云 フ.

血 中殘餘窒素 ニ關 シテ中澤盛興23)氏(1930)

ハ家 兎 ニ體重1kg0.4ccノ 「ア ドレナ リン」ヲ

注射 シ血 中殘餘窒素 ノ増加 ヲ認 メタ リ.

要 之「ア ドレナ リン」ハ一般 ニ蛋 白代謝殊 ニ

核蛋 白代謝 ヲ亢進サ スモノノ如 クナ レ ドモ未

ダ學者 ノ間 ニ意見一致 セズ.

次 ニ「ヒヨール」酸 ガ交感神經 ヲ麻痺 シ,副

交感神經 ヲ刺 戟 シ「ア ドレナ リン」ト拮 抗作 用

ヲ有 スル事 ハ辻鹿子治24)(1930),關 藤 忠雄25)

(1930)氏 等 ノ實驗證 明 セル處 ニシテ,膽 汁酸

ノ蛋 白新 陳代謝 ニ及 ボス影響 ニ關 シテハ唐澤

利 千雄26)氏(1927)ニ ヨ レバ家兎蛋 白代謝 ハ一

般 ニ「ヒヨール」酸 ニ ヨリ抑制 セ ラル ルモ.反

之「ブ リン」代謝 ハ促進 セ ラル ト云 フ事 ヲ認 メ

タ リ.尚 ホ上代晧三及 ビ多久愛次郎27)(1929)

ノ兩 氏ハ家 兎ノ尿 中 「ク レアチ ニン」排 泄ガ

「ヒヨール」酸 ニ ヨリ減少 シ,「 ア ドレナ リン」

ニヨリテ増加 スル事 ヲ證 明 セリ.然 ルニ上代

晧三28)氏(1927)ハ 家 兎 ニ膽 汁酸 ヲ内服 セ シム

ル時 ハ尿 中總窒素排泄 量僅 カニ増加 スルヲ認

メ,膽 汁酸 ノ蛋 白代謝 ニ及 ボス作用 ハ未 ダ充

分明 カナ ラズ.是 余ガ本研 究 ヲ行 フ所以 ニ シ

テ「ヒヨール」酸 ヲ家 兎ニ皮下又 ハ經 口的 ニ,

「ア ドレナ リン」ヲ皮下 ニ,又 ハ兩者 同時 ニ與

ヘテ血 中殘餘窒素 ヲ時間的 ニ測定 シ以テ蛋 白

代謝 ニ對 スル相 互關係 ヲ明 カニセン ト企 圖 セ

リ.

第2章　 實驗材料竝 ニ實驗 方法

第1節　 試驗動物

體重2乃 至2.5kg位 ノ成熟健康家兎 ヲ實驗前約

10日 間動物檻中ニテ一定食餌 タル豆腐粕 ヲ毎日

與へ,其 ノ體重ノ殆 ド増減ナキニ至 リテ姶メテ實

驗ニ供セリ.

實驗ニ當 リテハ「ヒヨール」酸,又 ハ「アドレナ

リン」或ハ「ヒヨール」酸及ビ「ア ドレナリン」ヲ注

射スベキ 正常家兎ヲ前日ヨリ約20時 間絶食セシ

メ食物ノ影響ヲ避 ケタリ.實 驗時間ハ其ノ運動竝

ニ精神的興奮ニヨル影響ヲ可成避クルタメ一定ノ

箱 ノ中ニ入レ出來得ル限 リ内外ノ條件 ヲ同一 ニシ

テ檢査セリ.

第2節　 「ヒヨール」酸及 ビ「ア ドレ

ナ リン」

「ヒヨール」酸ハ「メルク」製ノ純「ヒヨール」酸ヲ

1%乃 至10%ノ 曹達鹽溶液 トシテ使用シ,「アド
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レナ リン」ハ三共製千倍鹽化「ア ドレナ リン」溶液

ヲ使用 シ,使 用時以外ハ密栓シ氷室 ニ貯ヘ其 ノ變

化 ヲ防止セリ.

第3節　 定量法

「バング」氏微量殘餘窒素定量法ヲ用ヒタリ.

採 血,耳 朶靜脉ヲ穿刺出血 セシメ,其 ノ80乃

至120mgヲ 使用セ リ.

定量ニ際シ毎囘「チオ」硫酸曹達ヲN/100沃 度酸

加里液ニテ滴定シ,毎 週2囘 盲驗 ヲナシテ實驗ノ

正確ヲ期セリ.

第3章　 實驗成績

第1節　 「ヒヨー ル」酸 ノ影響

1)對 照實驗

先ヅ反覆採血ガ血液殘餘窒素量 ニ及ボス影響ヲ

檢センタメニ,

a) 2時 間毎4囘 採 血 シ 其 ノ殘 餘窒 素量 ヲ測定

シ タル ニ第1表 ニ示 ス 如 ク第1囘 ハ 平 均37.4022

mg%,第2囘37.8596mg%,第3囘37.3038mg

%,第4囘39.3209mg%ヲ 示 セ リ.即 チ4囘 採

血 ノ平 均 値 ハ 殆 ド變 化 ヲ認 メザ ル ト云 フベ ク,只

第4囘 ニ於 テ僅 カニ 増加 セ ル ノ ミナ リ.

各 家 兎 ニ於 テ ハ4囘 採 血測 定 ノ結 果 ヲ見 ル ニ殆

ド其 ノ變 化 ナ キ カ,又 ハ 折 々變 化 ヲ示 ス モ ノア レ

ドモ時 間 的 ニ甚 ダ 不規 則 ニ シテ,何 等 其 ノ増 減 ヲ

見 出 シ得 ザ ル 動 搖 ヲ示 ス ノ ミナ リ.

b)更 ニ長 時 間 ヲ オキ テ4時 間 後, 8時 間 後,

 24時 間 後 ノ4囘 採 血檢 査 セ ル ニ 第2表 ニ 示 ス如

ク第1囘 平 均 殘 餘窒 素 量 ハ40.7071mg%,第2囘

38.5508mg,第3囘40.1635mg%,第4囘 ニ

於 テ ハ45.7334mg%ヲ 示 シ,第4囘 ノ 値 ハ第1

囘 ニ比 シ12.3%ノ 増 加 ヲ示 ス 外 餘 リ 變 化 ヲ認 メ

ズ.

各 家 兎 ニ於 テ ハ3囘 迄 其 ノ 血 中殘 餘 窒 素 量 ハ 或

ハ 増 加 シ,或 ハ 減 少 ス レ ドモ 概 ネ不規 則 ニ シテ 多

少 ノ動 搖 ヲ示 ス ノ ミニ シテ其 ノ影 響 ヲ認 ム ル能 ハ

ズ.サ レ ド第4囘 即 チ24時 間後 ニ 稍 々 増加 ノ 傾

向 ヲ示 セ リ.

要 之 家 兎 ニ於 テ 反 覆 採 血 ヲナ スモ 血 中 殘餘 窒 素

量 ニハ 餘 リ影響 ヲ及 ボ サ ズ,只24時 間 後 ニ多 少 増

加 ノ傾 向 ヲ示 ス ノ ミナ リ.

2)「 ヒ ヨ ール」酸 ノ影響

a)體 重1kgニ1%「 ヒ ヨ ール」酸 曹 達 溶 液3cc

皮 下 注 射 セ ル場 合.

第3表 ニ示 ス如 ク「ヒ ヨ ール」酸 注射 前,注 射 後

2時 間, 4時 間, 6時 間,ノ4囘 採 血定 量 セル結 果

其 ノ殘 餘 窒 素 量 ハ 注射2時 間後 ニハ 平均39.2997

mg%ニ シテ 注 射 前43.8531mg%ニ 比 シ約10.4

%減 少 シ,注 射4時 間 後 ニハ38.9249mg%ニ シ

テ注 射 前43.8531mg%,ニ 比 シ11.2%減 少 シ,

注 射6時 間 後 ニ ハ41.7281mg%ニ シ テ 注 射 前

43.8531mg%ニ 比 シ4.8%減 少 セ リ.

各 家 兎 ニ テ ハ一 般 ニ注 射2時 間後 ニ減少 シ 注射

前 ノ値 ニ比 シ約3乃 至6mg%減 少 シ,注 射4時

間 後 〓ハ 總 テ減 少 シ注 射 前 ノ値 ニ 比 シ約1乃 至

9mg%減 少 シ注 射6時 間 後 ニ ハ10例 中3例 ハ正

常 値 ニ復 シ タ レ ドモ7例 ハ 尚 ホ 減少 セ リ.

b)體 重1kgニ1%「 ヒ ヨ ール」酸 曹達 溶液

5cc皮 下 注 射 セ ル 場 合.

第4表 ニ示 ス如 ク 注 射 前,注 射 後2時 間, 4時

間, 6時 間 ノ4囘 採 血 定 量 セ ル ニ,注 射2時 間後

ニハ 平 均38.4701mg%ニ シテ,注 射 前42.9814

mg%ニ 比 シ10.5%減 少 シ,注 射4時 間 後 ニハ

41.3223mg%ニ シテ 注 射 前42.9814mg%ニ 比 シ

3.9%減 少 シ,注 射6時 間 後 ニハ43.3658mg%ニ

シ テ注 射 前42.9814mg%ニ 比 シ 極 メテ 少 シ増 加

ス ル ニ過 ギ ズ.

各 家 兎 ニ於 テ ハ注 射2時 間 後 ニ ハ總 テ減 少 シ注

射 前 ノ値 ニ比 シ約2乃 至11mg%減 少 シ,注 射 後
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4時 間 ニテハ 尚 ホ減 少 セル 場 合 正 常値 ニ復 歸 ノ傾

向 ア ル場 合 ア リテ,注 射6時 間後 ニ ハ其 ノ大 多 數

ガ正 常値 ニ 復歸 セ ル モ尚 ホ依然 トシテ減 少 セ ル モ

ノア リ.是 レ皆 各 家 兎 ノ抵 抗 カ ノ差 違 ニヨ ル モ ノ

ナ ラ ン.

c)體 重1kgニ1%「 ヒ ヨ ール」酸 曹 達 溶液

3皮 下注 射 セル 場合.

第5表 ニ示 ス如 ク 注 射 前,注 射 後4時 間, 8時

間, 24時 間 ノ4囘 採 血 定 量 セ ル結 果 注 射4時 間後

ニハ34.7601mg%ニ シ テ注射 前40.8535mg%ニ

比 シ14.9%減 少 シ,注 射8時 間 ニハ36.3602mg

%ニ シテ,注 射 前40.8535mg%ニ 比 シ11.0%減

少 シ,注 射24時 間 後 ニハ45.3317mg%ニ シテ,

注 射 前40.8535mg%ニ 比 シ却 ツ テ11.0%増 加 シ

全 ク正常 値 ニ復 歸 セ ル事 ヲ認 ム.

各家兎 ニテハ注射4時 間後ニハ總テ注射前ニ比

シ約2乃 至10mg%減 少 シ,注 射8時 間後 モ總

テ注射前ニ 比シ約1乃 至9mg%減 少 シ,注 射

24時 間後 ニハ總テ約1乃 至8mg%増 加 シ正常

値ニ復歸セルヲ認ム.

d)體 重1kgニ10%「 ヒヨール」酸曹達溶液

3cc經 口的ニ與ヘシ場合.

第6表 ニ示ス如ク投與前,投 與3時 間後,投 與

6時 間後,竝 投與24時 間後 ノ4囘 採血定量セル結

果投與3時 間後 ニハ41.5679mg%ニ シテ投與前

ノ値44.6791mg%ニ 比 シ6.95%減 少 シ,投 與6

時 間 後 ニハ39.4717mg%ニ シテ投與 前 ノ値

44.6791mg%ニ 比 シ11.7%減 少 シ,投 與24時

間後ニハ45.0498mg%ニ シテ投與前 ノ値44.6791

mg%ニ 比 シ極 メテ少 シ増加 シ正常値ニ復歸セル

ヲ認ム.

各家兎ニテハ投與3時 間後ニハ總テ約1乃 至5

mg%減 少 シ,投 與6時 間後ニハ總テ約3乃 至9

mg%減 少 シ投與24時 間後 ニハ1例 ヲ除キ總テ

正常値 ニ復歸セリ.

第2節　 「ア ドレナ リン」ノ影響

1)對 照實驗

先ヅ第1囘, 30分 後, 1時 間後, 3時 間後 ノ4

囘採血シ其 ノ殘餘窒素量 ヲ測定 シテ對照 トセ リ.

第7表 ニ示 ス如 ク第1囘 ハ平均41.4751mg%第

2囘 平均40.7130mg%,第3囘 平均40.5520mg%,

第4囘 平均41.8506mg%ヲ 示 セリ.

各家家兎ニテモ其 ノ時間的差違極メテ少シ,即

チ反覆採血ニヨリ血中殘餘窒素量ハ殆 ド影響 ヲ蒙

ラザル事ヲ認ム.

2)體 重1kgニ0.1%「 ア ドレナ リ ン」溶 液

0.4cc皮 下 注射 セ ル場 合

第8表 ニ示 ス如 ク,注 射 前,注 射30分 後,注 射

1時 間 後,注 射3時 間 後 ノ4囘 採 血定 量 セ ル ニ,

注射 前 ノ値 平 均44.1460mg%,注 射30分 後 ニ ハ

平均46.6913mg%ニ シテ注 射 前 ノ値 ニ比 シ5.8%

増加 シ,注 射1時 間 後 ニハ45.4375mg%ニ シ テ

注射 前 ノ値 ニ比 シ2.9%増 加 シ,注 射3時 間 後 ニ

ハ43.4161mg%ニ シテ 注射 前 ノ値 ニ比 シ僅 カ1.7

%減 少 セ ル ヲ認 メ タ リ.

各家兎ニテハ注射30分 後ニ總テ 増加 シ注射前

ニ比シ,約1乃 至8mg%増 加 シ,注 射1時 間後

ニ於テモ注射前ニ比シ總テ増加 シ注射前ニ比 シ1

乃至3mg%増 シ,注 射3時 間後ニハ其 ノ大多數

ハ注射前 ノ値ニ近似或ハ復歸セルヲ認ム.

第3節 「ヒヨール」酸 及 ビ「ア ドレナ

リン」ヲ併用 セル場合 ノ影響

コノ實驗ニ於テハ體重1kgニ1%「 ヒヨール」

酸曹達溶液3cc及 ビ0.1%「 ア ドレナ リン」溶液

0.4cc共 ニ皮下ニ注射セリ.

其 ノ成績ハ第9表 ニ示ス如ク先ヅ「ヒヨール」酸

ヲ注射セシ後1時 間30分 ニシテ「アドレナリン」

ヲ注射シ,血 中殘餘窒素檢査ハ兩者ノ注射前,第

2囘 ハ「ヒヨール」酸注射後2時 間 「ア ドレナリン」
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注射 後30分,第3囘 ハ 「ヒ ヨ ー ル」酸 注 射 食2時

間30分 「ア ドレナ リ ン」注 射 後1時 間,第4囘 ハ

「ヒ ヨ ール」酸 注 射 後4時 間 「ア ド レナ リン」注射 後

2時 間30分 ノ4囘 ニ 施 行 セ ル 結 果第9表 ニ示 ス

如 ク注 射 前40.9305mg%,第2囘 ノ値 ハ41.4007

mg%,第3囘 ノ値 ハ41.6464mg%,第4囘 ノ値

ハ38.7398mg%ニ シテ 注 射 前 ノ値 ニ 比 シ 殆 ド其

ノ影響ヲ認 メズ.

各家兎ニ於テモ注射前,第2囘,第3囘 ノ値ハ

殆 ド差違ナク正常値 ト大差ナシ,サ レド第4囘 即

チ「ヒヨール」酸注射4時 間後「ア ドレナリン」注射

2時 間30分 後 ニ於テハ約1乃 至2mg%減 少 セ

リ.

第4章　 總括及 ビ考案

以上 ノ實驗 成績 ヲ通覽 スル ニ,家 兎ニ「ヒヨ

ール」酸 ヲ非經 口的竝 ニ經 口的 ニ 與 ヘル時 ハ

其 ノ血 中殘餘窒素量 ノ減 少ヲ認 メ, 1%「 ヒ ヨ

ール」酸 曹達溶液體重1kgニ 就 キ3cc下 ニ皮

注射 セバ2時 間後ニ平均10.4%, 4時 間 後 ニ

平均11.2%, 6時 間後 ニ平均4.8%ノ 減 少 ヲ

示 ス.

其 ノ「ヒヨール」酸量 ヲ増加 シ體重1kgニ

就 キ5cc皮 下 ニ注射 セル ニ依然 トシテ注射2

時 間後 ニ平均10.5%, 4時 間 後 ニ 平均3.9%

減 少 セリ.

更 ニ此「ヒヨール」酸 ノ血 中殘餘窒素減却作

用 ハ注射後6乃 至8時 間持續 シ, 24時 間 後 ニ

ハ必 ズ正常値 ニ復歸 セ ル ヲ認 ム.從 ツテ此

「ヒヨール」酸 ノ作用 ハ注射2時 間後 ニ最 モ強

ク現 ハルル モ,其 ノ作 用 ノ消 失 スル時期 ハ家

兎 ニ ヨリ異 ナ リ必ズ シモ一定 セズ.

次 ニ經 口的 ニ「ヒヨール」酸 ヲ與 フル場合 ニ

モ全 ク 同一作用 ヲ呈 シ投 與3時 間後 ニ平均

6.95%, 6時 間 後 ニ 平均11.7%減 少 シ, 24

時 間後 ハ全 ク正常値 ニ復歸 ス.

即チ經 口及 ビ非經 口的投與ノ何 レノ場合 モ

同ジク血中殘餘窒素量ヲ減却スルモ,只 經 口

的投與 ノ時ハ其ノ作用ノ最モ強キ時期ガ遲延

シ,投 與6時 間後ニ始メテ其ノ作用強ク現ハ

ル.

如上 ノ成績 ハ唐澤利千雄氏(1927),上 代晧

三及 ビ多久愛次郎(1929)兩 氏 等 ノ實驗 成績 ト

一致 シ
,膽 汁酸 ハ明 カニ蛋 白新陳代謝 ヲ抑制

スル作 用 アルヲ認 ム.然 シ膽 汁酸ガ核蛋 白代

謝 ヲ促進 スル事 ハ唐澤利千雄29)(1926, 1927),

畠 山 拓一30)(1928, 1929),岡 村 竹次31)(1928,

 1930),田 中敬三32)(1933)氏 等 ノ證 明 セル所

ナ レ ドモ,此 影響 ガ血液殘 餘窒素量 ニ認 メラ

ルル事 ニ關 シテハ後 日報告 スル處 アル可 シ.

反之「ア ドレナリン」ヲ皮下ニ注射 セル場合

ハ前者 ト全 ク其ノ趣ヲ異ニシ,之 ニヨリ家兎

ノ血中殘餘窒素量ハ増加セラレ,多 數 ノ先進

諸家 ノ實驗成績 ト一致 シ,「 アドレナ リン」ハ

蛋白新陳代謝亢進作用ヲ有 スル事 ヲ認 メタ

リ.其 ノ作用ノ最モ 強ク現 ハルルハ注射30

分後ニシテ,時 ト共ニ次第 ニ其ノ作用減弱 シ

注射3時 間後ニハ其ノ作用消失スルニ至ル.

以上 ノ實驗結果ニヨリ血中殘餘窒素量ニ及

ボス作用ニ於テモ「ヒヨール」酸 ト「ア ドレナ

リン」トハ拮抗的ナルヲ認メ得ベシ.依ツテ兩

者 ノ作用最モ強ク現ハルル時期即チ膽汁酸ニ

於 テハ投與2時 間後「ア ドレナ リン」ニ於テハ

其 ノ30分 後ニ アルヲ以テ此兩時期ニ適合 シ

テ兩者 ヲ注射 シ實驗 セルニ第9表 ニ示ス如ク

兩者 ノ作用最モヨク現ハルル時期ハ其ノ作用

兩者相殺 シテ殆 ド正常値ニ等 シク,「アドレナ
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リン」ハ比較 的其 ノ作用早 ク現 ハレ,而 モ比較

的早 ク消失 スルニ依 リ「ア ドレナ リン」ノ作用

消失 スル頃 ニハ獨 リ膽汁酸 ノ作 用ノ ミ現 ハル

ルヲ認 ム.

要 之 ニ膽汁酸 ト「ア ドレナ リン」ハ蛋 白代謝

ニ於 テモ拮抗 的 ニ作 用 シ,之 ヲ調 節 セル結 果

之 ガ血液殘餘窒素 量ニモ反映 セラ レシモノナ

ル ベ シ.

既ニ緒論ニ於テ述ベタル如ク諸家ノ實驗ハ

脾臟 が蛋白新陳代謝ヲ抑制 スル モノノ如 キ

モ,炭 水化物新陳代謝ニ於ケル如ク同ジク膽

汁酸 ト協同作用ヲ呈スルモノナラントハ想像

ニ難カラザルモ,コ ハ後 日再 ビ實驗報告スベ

シ.

第5章　 結 論

1)「 ヒヨール」酸 ハ經 口的竝 ニ非經 口的 ニ

之 ヲ與 フル モ又 中等量用 フルモ大量用 フル ト

モ常 ニ家兎 ノ血 中殘餘窒素量 ヲ著 シク減却 セ

シム.師 チ「ヒヨール」酸 ハ家 兎 ノ一般蛋 白代

謝 ヲ抑 制 ス.

2)「 ア ドレナ リン」ハ0.1%溶 液 體 重1kg

ニ就 キ0.4cc家 兎 ノ皮下 ニ 注射 セバ其 ノ血 中

殘餘窒素 量 ヲ 増加 セ シム.即 チ 「ア ドレナ リ

ン」ハ家兎 ノ一般蛋 白代謝 ヲ促進 ス.

3)「 ヒ ヨール」酸 ト「ア ドレナ リン」ヲ併用

スル時 ハ家 兎 ノ血液殘餘窒素 量ハ影響 ヲ蒙 ラ

ズ.帥 チ「ヒ ヨール」酸 ト「ア ドレナ リン」ハ蛋

白新陳 代謝 ニ於 テモ拮抗 的ニ作 用 シ,之 ヲ調

節セルモノナル事 ヲ認 ム.

擱筆ニ臨 ミ恩師清水教授ノ御懇篤ナル御指導

ト御校閲ヲ賜ハリシ事ヲ感謝 ス.

第1表　 對 照 例
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第2表　 對 照 例

第3表　 1%「 ヒヨール」酸曹達溶液3cc皮 下注射例
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第4表　 1%「 ヒヨール」酸曹達溶液5cc皮 下注射例

第5表　 1%「 ヒヨール」酸曹達溶液3cc皮 下注射例
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第6表　 10%「 ヒヨール」酸曹達溶液3cc經 口投與例

第7表　 對 照 例
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第8表　 0.1%鹽 化 「ア ドレナ リン」溶液0.4cc皮 下 注射例

第9表　 「ヒヨール」酸及 ビ「ア ドレナ リン」併用皮下注射例
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